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事業名 塩尻四宿４００年祭（街道交流事業）

事業主体 

（連絡先） 

街道交流事業実行委員会

 塩尻市大門八番町１３－１０

事業区分 （６）ア 特色ある観光地づくり

事業タイプ ソフト 

総事業費 4,961,709 円（うち支援金：

住民の地域への愛着と誇りを醸成し、交流人口の増加

→地域活性化を図るため、地域資源を活用した

事業を実施。 

１【学習発表会】 

子ども達が身近な地域の伝統・文化について学習する

機会を提供するとともに、その成果を発表した。

①期日：８月５日（火） 

②場所：レザンホール中ホール

③参加者：小、中学生及び一般市民約

④発表参加校：８校、展示参加校：４校

 

２【展示事業】 

各宿場の紹介パネル及び民俗資料・

びに公募した街を描いたスケッチの展示会を実施

①期間：８月７日（木）～21日（木）

     ※図書館での展示は９月１日（月）まで

     ※各宿場の日においても展示を実施

②場所：市民交流センター 

③来場者数：約 35,000 人 

 

３【宿場の日事業】 

地域住民が主体となって振る舞い、特別展示、宿場案

内、出店等を内容とした宿場祭を実施

①期日及び場所 

郷原宿：10 月 19 日（日）郷福寺外

洗馬宿：10 月 24 日（土）宗賀農林漁業体験実習館

本山宿：11 月 15 日（土）本山介護予防交流施設

塩尻宿：11 月 22 日（土）塩尻東地区センター外

②来場者数  

郷原宿：約 300 人   洗馬宿：約

本山宿：約 1,000 人  塩尻宿：約

４【後世に残す記念事業】 

地域の魅力をより一層高めるため並びに地域の文化

及び歴史を後世へと伝承するために欠かすことのでき

ない地域資源を地域住民自らが考え設置

①塩尻宿：飛脚問屋及び一里塚石碑の設置

②郷原宿：タイムカプセルの埋設

③洗馬宿：記念誌「時を旅する」の発行

④塩尻宿：永福寺算額の保全 
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塩尻四宿４００年祭（街道交流事業） 

街道交流事業実行委員会 

塩尻市大門八番町１３－１０ 

特色ある観光地づくり 

うち支援金： 2,930,000 円） 

【学習発表会】

住民の地域への愛着と誇りを醸成し、交流人口の増加

図るため、地域資源を活用した街道交流

子ども達が身近な地域の伝統・文化について学習する

機会を提供するとともに、その成果を発表した。 

②場所：レザンホール中ホール 

③参加者：小、中学生及び一般市民約 600 人 

④発表参加校：８校、展示参加校：４校 

各宿場の紹介パネル及び民俗資料・ 文献等の展示並

びに公募した街を描いたスケッチの展示会を実施 

日（木） 

※図書館での展示は９月１日（月）まで 

※各宿場の日においても展示を実施 

地域住民が主体となって振る舞い、特別展示、宿場案

内、出店等を内容とした宿場祭を実施 

日（日）郷福寺外 

日（土）宗賀農林漁業体験実習館 

日（土）本山介護予防交流施設 

日（土）塩尻東地区センター外 

洗馬宿：約 300 人 

塩尻宿：約 2,500 人 

地域の魅力をより一層高めるため並びに地域の文化

及び歴史を後世へと伝承するために欠かすことのでき

ない地域資源を地域住民自らが考え設置 

①塩尻宿：飛脚問屋及び一里塚石碑の設置 

②郷原宿：タイムカプセルの埋設 

③洗馬宿：記念誌「時を旅する」の発行 

【展示事業

【宿場の日

【後世に残す記念事業

（松本地域） 

    

【学習発表会】 

展示事業】 

宿場の日】 

後世に残す記念事業】 
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５【スタンプラリー事業】 

６宿場が連携して周遊ルートを形成し、宿場と商店を

楽しんでいただくスタンプラリーを実施

①期間：８月から１１月末まで

②スタンプ設置場所：奈良井宿、贄川宿、本山宿、洗馬

宿、塩尻宿、郷原宿

③参加者：約 2,000 人  ④応募者数：

⑤協賛店：27店（賞品の提供及び商品割引き等）

 

６【街道ウォーキング事業】 

(1)皇女和宮御下向行列に出会う日

①期日：10 月 26 日（日） 

②コース：塩尻駅～果樹園～ワイナリー～平出博物館～

平出遺跡公園（皇女和宮音御下向行列見学）～塩尻駅

③参加者数：約 500 人 

(2)開宿 400 年を迎えた中山道塩尻宿を歩く

①期日：11 月 22 日（土） 

②コース：塩尻駅～塩尻宿～塩尻駅

④参加者数：約 100 人 

(3)初期中山道ウォーキング 

①期日：10 月５日（日）※荒天中止

(4)メディアを使った宿場・街道歩き（ウォーキング）

のＰＲ 

 

７【皇女和宮御下向行列】 

 塩尻市に縁のある皇女和宮が徳川将軍家へ輿入れの

様子を再現した仮装行列を実施

①期日：10 月 26 日（日） 

②場所：本山宿→洗馬宿→平出遺跡公園→塩尻宿

③行列参列者：60人 ※応募総数

④来訪者数：約 6,100 人 

⑤その他：和宮道中お菓子「深秋の姫街道」の販売

     ※宿場の日と合わせて

 

８【スケッチ大会・絵画展】 

(1)スケッチ大会 

①期日：４月 27 日（日） 

②場所：奈良井宿 

③参加者：50人 

(2)絵画展（スケッチ展） 

①開催期間：８月７日（木）から

②会場：市民交流センター 

③応募総数：245 点 

 

９【柿沢一里塚を探そう】 

市内で唯一まぼろしとなっている江戸から

沢一里塚」を特定するため、57

里の平出一里塚から距離を測りながら向かい合いに歩

くウォーキングを実施 

①期日：９月７日（日） 

②参加者：約 200 人 
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６宿場が連携して周遊ルートを形成し、宿場と商店を

楽しんでいただくスタンプラリーを実施 

①期間：８月から１１月末まで 

②スタンプ設置場所：奈良井宿、贄川宿、本山宿、洗馬 

宿、塩尻宿、郷原宿 

④応募者数：200 人 

店（賞品の提供及び商品割引き等） 

 

皇女和宮御下向行列に出会う日 

②コース：塩尻駅～果樹園～ワイナリー～平出博物館～

平出遺跡公園（皇女和宮音御下向行列見学）～塩尻駅 

年を迎えた中山道塩尻宿を歩く 

②コース：塩尻駅～塩尻宿～塩尻駅 

 

月５日（日）※荒天中止 

メディアを使った宿場・街道歩き（ウォーキング） 

塩尻市に縁のある皇女和宮が徳川将軍家へ輿入れの

様子を再現した仮装行列を実施 

②場所：本山宿→洗馬宿→平出遺跡公園→塩尻宿 

※応募総数 103 人 

⑤その他：和宮道中お菓子「深秋の姫街道」の販売 

※宿場の日と合わせて 400 個完売 

 

①開催期間：８月７日（木）から 21 日（木） 

市内で唯一まぼろしとなっている江戸から58里の「柿

57 里の東山一里塚と、59

里の平出一里塚から距離を測りながら向かい合いに歩

【街道ウォーキング事業

【一里塚を探そう】

【皇女和宮御下向行列

【スケッチ大会

【皇女和宮御下向行列】 

街道ウォーキング事業】 

一里塚を探そう】 

皇女和宮御下向行列】 

スケッチ大会】 
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10【「中山道を歩く」ウォーキングマップ増刷事業 

桜沢から下諏訪宿を経て和田峠までに加え、洗馬

宿から郷原宿までの善光寺街道も含めたウォーキン

グマップ「中山道を歩く」を 4,000 部増刷 

※支援金対象外事業 

 

11【和宮行列写真展】 

①期間：12 月７日（日）～19日（金） 

②場所：市民交流センター 

③来場者数：約 10,000 人 
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事事事事    業業業業    効効効効    果果果果     

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果

があったか、項目毎に記載すること。 

・記念事業を多数実施したことにより、地域の実行

部隊の存在を周知することができた。また、事業実

施に向けて内容等について協議・検討を重ねたこと

により中長期的な戦略などを検討することもでき、

今後も継続的に活動していく必要性を共有すること

ができた。 

・地域住民が自らの地域文化に触れる機会を増やす

ことにより、地域の新しい魅力を発掘し、またこれ

まで持っていた魅力をより一層磨き上げることがで

きた。 

・地域住民と来訪者が交流する機会を増やすことに

より、一層地域への愛着と誇りを醸成するとともに、

観光地域づくりに対する住民意識を高めることがで

きた。 

・記念事業の実施にあたっては、地域住民を広く巻

きこみ事業を実施したため、事業に関わった住民自

身が達成感を得たことにより、一層地域への愛着と

誇りを醸成するとともに、観光地域づくりに対する

住民意識を高めることができた。 

・小、中学校の学習会、学習発表会、宿場の日など

の機会を通じて、次世代を担う子どもたちに文化を

継承することができた。 

・400 年記念事業を実施したこと及び地域の魅力を

積極的に発信したことにより、４宿については、過

去最高の観光客が訪れた。 

 ※各事業当初来場（来訪）者見込み数→実績 

学習発表会：約 500 人→600 人 

展示事業（於えんぱーく）：約 2,000 人→35,000 人 

宿場の日：約 2,000 人→4,100 人 

スタンプラリー：約 1,000 人→2,000 人 

街道ウォーキング：約 500 人→600 人 

和宮御下向行列：約 3,000 人→6,100 人 

スケッチ大会：約 50 人→50 人 

柿沢一里塚を探そう：約 150 人→200 人 

通常時の各宿場来訪者数：例年より 30％増（地域住

民の情報） 

 

① 組織の確立 

② 地域資源の発掘、磨き上げ、情

報発信 

③ 住民の愛着と誇りを醸成 

④ 地域の伝統・文化・歴史の継承 

⑤ 交流人口の増加 

 

※自己評価【A】 

【理由】 

・記念事業の来訪者数は、いずれ

も目標数を超えた 

・記念事業等を実施しない通常時

においても、例年より 30％増加 

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    
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今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み     

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

・４００年祭という記念事業は終了したが、地域住民の街道等を活用した地域づくりへの機

運が高まっている中、今後も街道交流事業実行委員会が主体となって地域住民と来訪者が交

流できる場（宿場祭）や地域文化・歴史に触れる機会（宿場の.日、展示事業）を提供し、地

域への愛着や誇りの醸成を図り、観光地域づくりを目指したい。 

・４００年祭事業で総合学習の一環として子ども達が身近な地域の伝統・文化について学習

する機会を提供することができたが、学校側から要望があれば今後も継続して実施したい。 

・「まち歩き」が観光のキーワードである今日、街道ウォーキングを広く活用し、地域住民と

来訪者が交流できる場となるよう工夫していきたい。 

・「皇女和宮御下向行列」については、高い誘客効果及び観光客の消費を促すことが期待でき

るため、新しいコンテンツとして定番化させることにより商品化に繋がる可能性もあるため、

より一層魅力ある事業となるよう磨き上げを行っていきたい。また、共通資源として、木祖

村の他、下諏訪町、近隣観光地（岐阜県中津川市・馬籠宿観光協会等）と連携し、事業を実

施することで今後の広域的な観光振興策としても位置づけていきたい。 

・後世に残す記念事業で設置した資源は、新たな地域資源として活用するため、地域の歴史

同好会等がそれを活用した事業（講座、学習会等）を行い、より一層の磨き上げと情報の発

信を行っていく。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 


